
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

一般財団法人横手市増田まんが美術財団 

令和 4年 2月

令和 3年度 メディア芸術連携基盤等整備推進事業 

分野別強化事業 

マンガ原画アーカイブセンターの実装と 

所蔵館連携ネットワークの構築に向けた調査研究 
実施報告書 



1 

 

  

目次 

第 1 章 事業概要 ......................................................................................................... 3 

1.1 事業の目的 ........................................................................................................ 3 

1.2 今年度事業の目的 ............................................................................................. 4 

1.3 実施体制 ........................................................................................................... 5 

1.4 実施内容 ........................................................................................................... 6 

1.5 実施スケジュール ............................................................................................. 8 

1.6 会議スケジュール ............................................................................................. 9 

第 2 章 成果・課題・評価 ......................................................................................... 10 

2.1 成果................................................................................................................. 10 

2.1.1 相談窓口の開設運営 ................................................................................. 10 

2.1.2 所蔵館ネットワークの構築 ....................................................................... 10 

2.1.3 専門人材の育成 ........................................................................................ 10 

2.1.4 収益事業及び支援体制構築の調査 ............................................................ 11 

2.1.5 マンガアーカイブ協議会の開催 ................................................................ 11 

2.1.6 メディア芸術データベース（ベータ版）登録に向けた調査研究 .............. 11 

2.2. 課題................................................................................................................ 12 

2.3. 評価................................................................................................................ 13 

第 3 章 実施内容 ....................................................................................................... 14 

3.1 実施内容 ......................................................................................................... 14 

3.1.1 相談窓口の開設運営 ................................................................................. 14 

3.1.2 所蔵館ネットワークの構築 ....................................................................... 20 

3.1.3 専門人材の育成 ........................................................................................ 22 



目次 

 

2 

 

3.1.4 収益事業及び支援体制構築の調査 ............................................................ 24 

3.2 実施会議内容 .................................................................................................. 26 

3.2.1 運営協議会 ............................................................................................... 26 

3.2.2 各部門実施会議内容 ................................................................................. 27 

付録 ............................................................................................................................ 30 

1. 「ゲンガノミカタ展」高知開催実施について ........................................................ 30 

2. 原画アーカイブマニュアル動画作成のための取材報告書 ....................................... 41 

 



第 1章 事業概要 

 

3 

 

第 1 章 事業概要 

1.1 事業の目的 

「各研究機関等におけるメディア芸術作品のアーカイブ化を支援し、所蔵情報等の整備を推進す

るとともに、産・学・館（官）の連携・協力により、分野・領域を横断して課題解決に取り組む」

との課題を解決すべく、マンガ分野は令和 2 年度までの事業を発展させながら連携を強化する。具

体的には、マンガの原画と刊本（雑誌・単行本）とに対象を大別し、前者に関しては、横手市増田

まんが美術館を「マンガ原画アーカイブセンター」の担い手として実装しつつ、後者に関しては、

熊本大学を「マンガ刊本アーカイブセンター」の将来的な担い手に想定し、前者の取り組みを先行

事例として、後者の実装化に向けた調査研究、情報収集を行う。 

これにより、マンガの原画と刊本のアーカイブに関する拠点及びネットワークを構築するととも

に、それぞれの活動を通じて得られた情報・知見・人材を共有・公開する機会を計画的に創出し、

統合的かつ体系的な「マンガのアーカイブ」の連携基盤整備の推進を目的とする。上記の目的を達

成するために、以下を事業全体の柱とする。   

     

① 日本のポップカルチャーの象徴であり、メディア芸術の核となるマンガの資料群（原画、刊本）

の保存に関して、標準的・体系的な方法の確立に向けた調査研究を行う。全国の所蔵館と情報共有

できる体制を整えるために、原画保存とその活用に関する相談窓口などを設けるとともに、所蔵館

連携ネットワークの構築と強化を進める。 

 

② 本事業は、将来的なメディア芸術の中核拠点形成に向けた構想の実現を視野に入れることで、マ

ンガに限らず、メディア芸術各分野の先行モデル・ケーススタディとなることを想定し、中期的に

計画している。そのため、事業を通じて得られる課題の発見や解決のための情報・知見、そして人

材については、広範に共有すべく、事業実施プロセス自体を可視化・アーカイブするための調査研

究を始める。 

 

② メディア芸術連携基盤等整備推進事業（以下、連携事業）の趣旨を踏まえ、メディア芸術データ

ベース（ベータ版）（以下、MADB）において許諾を得られた作品の情報や原画・刊本の存在の発

信を通じ、広く国内外に向けて、マンガをはじめとするメディア芸術各分野の価値創造に関して問

題提起するための調査研究を行う。これに際しては、作家本人やその関係者、出版社など、「産」と

の連携の在り方を丁寧に検討する。  



第 1章 事業概要 

 

4 

 

1.2 今年度事業の目的 

① マンガ原画アーカイブセンターの実装と所蔵館連携に向けた調査研究 

事業計画とロードマップの策定に向けた基礎調査として、連携事業における有識者検討委員

のアドバイスなどを受けながら、以下テーマを実施する。 

・相談窓口の開設：窓口設置（電話、HP 等）、出版社及び日本漫画家協会等の関係機関を中心

とした外部への宣伝活動、相談カルテと処方箋の作成・発行、緊急保護が必要な原画資料の

一時保護及びその移管作業 

・所蔵館ネットワークの構築：ネットワーク強化に向けた新たな参画館の確保、連絡会議の調

整と開催、連携館による「原画プール」の実践研究、収蔵相談等調査依頼の受け入れと調査

員の派遣 

・専門人材の育成：原画保存啓発用動画の編集及び公開、保存者別「原画アーカイブマニュア

ル」の構築研究、保存・修復等専門機関との合同研究 

・収益事業及び支援体制構築の調査：所蔵館の収蔵原画を活用した展示・出版等の立案、ゲン

ガノミカタ展の完全パッケージ化と巡回支援、将来的な自走化に向けた支援金募集・受け入

れ体制の検討 

・「マンガアーカイブ協議会」の開催：刊本事業との合同形式によって年 2 回の会議を実施 

・「集英社マンガアートヘリテージ（SMAH）」との連携による原画保存に関する共同研究の着

手 

 

③ 上記の実践を通じて、所蔵館ネットワーク全体での原画収集を検討し、併せてメディア芸術デー

タベース（ベータ版）MADB への登録に向けた試行実験等の調査研究を行う。  
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1.3 実施体制 

本事業は、「マンガ原画アーカイブセンター（以下、MGAC）」を中心として全国の所蔵館・マン

ガ関連施設に関わる学芸員、研究者などの参画により実施された。 

 今年度の事業内容の詳細に応じて、「MGAC 運営協議会」、「マンガ原画アーカイブネットワーク

部会」、「マンガ原画アーカイブマニュアル検討部会」、「収益・支援体制構築部会」の 4 部会を設置

し、メンバーがそれぞれいずれかの部会に属して研究や事業の推進を図った。 

 

表 1－1 参加メンバー一覧 

役職 名前 所属 

コーディネータ 大石 卓 横手市増田まんが美術館 館長 

アドバイザー 吉村 和真 京都精華大学 専務理事 

アドバイザー支援 イトウ ユウ 京都精華大学マンガ学部 特任准教授 

メンバー 表 智之 北九州市漫画ミュージアム 

  ヤマダ トモコ 明治大学米沢嘉博記念図書館 

  池川 佳宏 日本マンガ学会 理事 

 木村 仁 ㈱街づくりまんぼう（石ノ森萬画館指定管理会社） 

 永田 裕一 北栄町 観光交流課 観光戦略室 

 日高 優子 湯前町教育委員会 

 倉持 佳代子 京都国際マンガミュージアム 

 

連携機関：青山剛昌ふるさと館、石ノ森萬画館、北九州市漫画ミュージアム、京都国際マンガミュー

ジアム、明治大学米沢嘉博記念図書館、湯前町立湯前まんが美術館（那須良輔記念館）、横手市増田

まんが美術館［50 音順］ 
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1.4 実施内容 

1）相談窓口の開設活動 

マンガ原画の保存については、これまで国内に専門の窓口などは設置されておらず、原画に関わ

る漫画家や遺族、版権者や編集者などが、それぞれの人脈の中で、国内のマンガ関連施設を中心に保

存の相談をする流れとなっていた。こうした中、いち早く体系的な原画収蔵とアーカイブに取り組

んできた横手市増田まんが美術館内の実績が評価され、その知見を最大限発揮する形で、横手市増

田まんが美術館内に令和 2 年度に MGAC を設置し、国内初の原画保存相談窓口を開設した。 

 今年度も昨年度に引き続き、専用の電話回線及び WEB サイトを準備した上で、電話・FAX・E メ

ールなどによる相談を受け付けるとともに、関係のあるマンガ編集者を介して、漫画家への MGAC

の広報を依頼するなど、窓口設置の認知拡大を図った。 

 

2）所蔵館ネットワークの構築 

これまでの調査研究で蓄積した原画保存のノウハウを共有し、原画保存に取り組む強固な連携体

制の構築を目的に、昨年度設置したマンガ原画アーカイブネットワーク協議会を継続して協議に当

たった。メンバーは、行政運営や指定管理業者、学校法人など、産官学それぞれの運営形態を取る施

設や研究者によって構成された。会議は 6 月と 11 月の 2 回開催し、連携機関間の情報交換を行った

ほか、青山剛昌ふるさと館の再整備を検討している鳥取県北栄町との連携協議を行った。 

また、今年度の新たな取り組みとして、連携館による「原画プール」の実践研究にも着手。石ノ森

萬画館（宮城県石巻市）と横手市増田まんが美術館の 2 館で、5 作家のマンガ原画約 10 万枚をプー

ルした。 

 

3）専門人材の育成 

マンガ原画アーカイブの啓発普及と、それに関わる人材の育成を目的として、連携館が持つ知見

を集約した「マンガ原画アーカイブマニュアル」の改善を引き続き行っているが、更なる充実を目的

に、今年度は、保存者別マニュアルの構築研究に着手した。マンガ原画アーカイブマニュアル部会を

構成し、部会員による検討会議を 9 月と令和 4 年 1 月に開催し、今後のマニュアル作成の方向性等

について協議を進めた。また、原画保存の手法や意義を広く啓発するための動画制作を昨年度に引

き続き取り組んだ。漫画家及び有識者によるコメントの編集に加え、先進事例として、横手市増田ま

んが美術館におけるアーカイブ作業の撮影も行った。これらを編集した動画を令和 2 年 2 月に

MGAC のホームページ上で一般公開した。 

 

4）収益事業及び支援体制構築の調査 

横手市増田まんが美術館がリニューアルオープン企画として令和元年 5 月に開催した「ゲンガノ

ミカタ展」のパッケージ化を進めるに当たり、追加作家及び作品の解説等執筆作業に当たったほか、

「ゲンガノミカタ展」をベースとした巡回展モデルパッケージ構築の実践研究として、令和 3 年 7

月から 8 月にかけて、高知県の高知まんが BASE において「ゲンガノミカタ展」を開催した。この
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原画展では来場者からのアンケート調査も実施しており、来場者の声を今後の巡回展構築の参考と

して有効活用していく。 

 

5）「マンガアーカイブ協議会」の開催 

原画、刊本両事業における課題と可能性を相互参照し、マンガ分野全体に貢献する体系的アーカ

イブの在り方を検討する「マンガアーカイブ協議会」を、7 月と 12 月に開催した。 

 

6）MADB 登録に向けた調査研究 

「MADB」との連携や活用などを目指し、メディア芸術コンソーシアム JV 事務局と協力して実

施。「MADB」に反映させる方法について検討を進めた。  
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1.5 実施スケジュール 

実施期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 2 月 28 日

 

図 1－1 部会ごとの会議日程一覧（前半） 

 

 

図 1－2 部会ごとの会議日程一覧（後半） 
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1.6 会議スケジュール 

1）MGAC 運営協議会 

第 1 回 令和 3 年 6 月 18 日（金）10：00～12：00 

第 2 回 令和 3 年 10 月 29 日（金）10：30～12：00 

第 3 回 令和 4 年 1 月 18 日（火）13：00～15：00 

 

2）マンガ原画アーカイブネットワーク会議 

第 1 回 令和 3 年 7 月 29 日（木）13：00～15：00 

第 2 回 令和 3 年 11 月 5 日（金）13：00～15：00 

 

 

3）マンガ原画アーカイブマニュアル検討会議 

第 1 回 令和 3 年 9 月 2 日（木）13：00～15：00 

第 2 回 令和 4 年 1 月 25 日（火）10：00～12：00 

 

 

4）収益・支援体制構築会議 

第 1 回 令和 3 年 6 月 18 日（金）17：00～19：00 

第 2 回 令和 4 年 1 月 24 日（火）19：00～21：00 

 

 

5）マンガアーカイブ協議会 

第 1 回 令和 3 年 7 月 16 日（金）10：00～12：00 

第 2 回 令和 3 年 12 月 14 日（火）15：00～17：00
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第 2 章 成果・課題・評価 

2.1 成果 

2.1.1 相談窓口の開設運営 

昨年度窓口を開設した結果、計 21 件の調査依頼相談を受けたが、その全てが処理保留及び継続調

査などの未解決案件であったため、今年度は前年度の相談をより解決へ近づける対応から活動をス

タートさせた。相談処理の最終段階においては、原画の処遇について対面での聞き取りが必須であ

るとの認識の下で対応に当たったが、今年度もコロナ禍の影響により移動制限がかかる中、解決に

向け調整を図った。また、MGAC の認知度拡大のため、専用サイトとなる HP に新たに活動の履歴

を掲載する調整を図ったほか、緊急事態宣言が解除となった 10 月には、懸案であった出版社に対す

る相談窓口の解説の説明を 2 社 4 編集部に対して実施した。 

以上の結果、今年度は新たに 10 件の相談を受け付け、昨年度からの継続相談と合わせ、計 31 件

の相談を受けた。内訳としては、直接の聞き取り調査の実施が 9 件、電話やメール等を介しての調

査が 12 件、継続及び今後の調査依頼相談が 10 件となっているが、中でも次項でも触れる「原画プ

ール」により約 85,000 枚の原画を保存できた実績は大きな成果と言える。プール事業という受皿が

できた結果、原画保管に対する即効性や柔軟性が担保され、相手側の安心感も増した印象を受けた

ため、引き続き相談案件に対する速やかな解決に向けた取り組みを強化していきたい。 

 

2.1.2 所蔵館ネットワークの構築 

本年度もコロナ禍の影響により対面での会議は開催できなかったが、オンラインによる「マンガ

原画ネットワーク会議」を 2 回（6 月と 11 月）実施し、連携機関同士での現状課題を共有した。ま

た、昨年度から調整を続けてきた連携館との調整による「原画プール」については、横手市増田まん

が美術館で約 30,000 枚を、石ノ森萬画館で約 55,000 枚の原画をプールした。今後もネットワーク

会議を通じたメンバーシップを元に、連携を強化しながら保存体制の拡充を図っていく。 

また、MGAC の原画相談窓口業務の一環として、11 月に鳥取県北栄町が進める青山剛昌ふるさと

館の再整備に対し、横手市増田まんが美術財団のスタッフをアドバイザーとして派遣したが、こう

した取り組みもネットワーク会議の連携がもたらした効果と捉え、更なる拡充につなげていく。 

 

2.1.3 専門人材の育成 

これまでの事業で整備してきた「マンガ原画アーカイブマニュアル」の更なる充実を目的に、今年

度は、保存者別マニュアルの構築研究に着手した。具体的には、マンガ原画アーカイブマニュアル部

会を構成し、部会員による検討会議を 9 月と令和 4 年 1 月に実施し、今後のマニュアル作成の方向

性等について協議を進めるとともに、原画保存の手法や意義を広く啓発するための動画製制作昨年

度に引き続き取り組んだ。このうち、動画制作については、漫画家及び有識者によるコメントの編集

に加え、先進事例として、横手市増田まんが美術館におけるアーカイブ作業の撮影も行い、これらを

編集した動画を令和 2 年 2 月に MGAC のホームページ上で一般公開した。また、保存者別マニュア

ルの構築研究については、集英社が進める「集英社マンガアートヘリテージ（SMAH）」での原画保
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存手法の取材や個人で原画保存に取り組んでいる漫画家への取材を行い、様々な現場で実際に行わ

れている保存方法を知る機会を得た。こうした取材で得た知見を来年度以降に作成する保存者別マ

ニュアルの仕様に反映していく。 

 

2.1.4 収益事業及び支援体制構築の調査 

恒久的な MGAC の運営を目指す上で欠かせない収益支援体制の構築について、昨年度に引き続

き、横手市増田まんが美術館がリニューアルオープン企画として令和元年 5 月に開催した「ゲンガ

ノミカタ展」のパッケージ化の調整に当たった。具体的には、収益支援体制構築部会を構成し、部会

員による検討会議を 6 月と令和 4 年 1 月に実施、追加作家及び作品の解説等の執筆作業に当たった

ほか、「ゲンガノミカタ展」をベースとした巡回展モデルパッケージ構築の実践研究として、令和 3

年 7 月から 8 月にかけて、高知県の高知まんが BASE において「ゲンガノミカタ展」を開催。併せ

て、1 月には自治体連携会議において、上記「ゲンガノミカタ展」の事例発表を行い、更なる開催検

討の広報、周知に努めた。このほか、販売をベースとした「ゲンガノミカタ展」の解説テキストの仕

様検討を行ったほか、グッズ展開やパッケージの巡回構築についても、より具体的な目標を設定す

るための議論を交わした。 

 

2.1.5 マンガアーカイブ協議会の開催 

 原画、刊本両事業の合同会議として昨年度立ち上げた「マンガアーカイブ協議会」を、2 回（7 月

と 12 月）、いずれも対面の会議形式で開催。このうち、第 1 回会議（7 月 15 日）については、高知

まんが BASE（高知県）を会場に、原画分野の主催により開催した。会議では、マンガ分野の両輪と

しての「原画」と「刊本」の一体となった取り組みの重要性や必要性が議論され、その具体的な取り

組みを来年度以降の計画に反映させる方向性が合意された。具体的には、「ゲンガノミカタ展」の展

示資料としての副本提供や、刊本アーカイブセンター（仮）の設立に向けた情報交換、マンガ分野で

プールしている原画の整理作業における副本提供など、それぞれの強みを生かしたより実践的な取

り組みを展開していく計画とした。 

 

2.1.6 メディア芸術データベース（ベータ版）登録に向けた調査研究 

 「MADB」との連携や活用については、横手市増田まんが美術館がこれまで蓄積してきた原画ア

ーカイブのメタデータの提供及び掲載を前提として、メディア芸術コンソーシアム JV 事務局と協

力し、「MADB」に反映させる方法について検討を進めた 
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2.2. 課題 

1）相談窓口の開設運営 

 原画保存を進める上で最も重要視している「対面での懇切丁寧な説明と信頼関係の構築」につい

ては、今年度もコロナ禍の影響により満足した動きが取れなかった。オンライン化が進んでいると

は言え、大切な原画の保管を対面での説明をベースとした契約などの締結なしに動かすのは容易で

はなく、1 日も早いコロナ禍の終息を願うばかりである。また、これは MGAC 開設の周知にも言え

る状況で、来年度以降も出版社や編集者、プロダクション、漫画家団体などへの保存相談の受付を直

接説明することに注力すべき状況にある。 

 一方、今年度から着手したプール事業により緊急性に対応できた事案もあり、一定の成果は得ら

れたが、プールした原画の整理における予算は確保されておらず、来年度以降、新たな事業としてそ

の構築が急務となっている。 

 

2）所蔵館ネットワークの構築 

 今年度、メンバーシップの更なる拡充に向けた具体的な取り組みとして、会則を設ける議論を重

ねたが、より将来を見据えた柔軟なものであるべきとの結論に至り、その施行を先送りしたところ

だが、今後の参画を検討している団体に対しても、どのような組織にどのような立場で参画できる

のか、お互いに共有した上でもその設置が急がれる案件であると認識している現状を踏まえて、今

後も議論を重ね、早急に対処したい。 

 

3）専門人材の育成 

 保存者別マニュアルの構築を検討する上で、それぞれの保存現場のニーズに対応した内容を目指

す上では、様々な現場の声を拾い上げる必要があるが、現状ではその情報量が足りていないと感じ

ている。また、仕様に関しても、別様にするのか、冊子にするのかなど検討課題は多く、来年度には

結論を見いだしたい。また、人材育成としてのアーカイブの実践研修もコロナ禍の影響により取り

組めていないため、今後も事業構築に向け準備を進める必要がある。 

 

4）収益事業及び支援体制構築の調査 

 「ゲンガノミカタ展」のパッケージ構築の実践として、今年度、高知県高知まんが BASE にて企

画展を開催できたのは大きな進歩だったが、収益構築の立場で考えた際、開催権料がどうしても一

定金額以上になるため、容易に開催できる状況とはなっていない。より幅広く巡回先を見つけるた

めには、パッケージの内容はもとより、その現場構築方法についても工夫が必要。さらには、パッケ

ージ以外の収益（グッズ等）の附帯も必須であることから、権利処理、分配等の問題解決含め、更な

る議論を展開すべき状況となっている。 

 

5）「マンガアーカイブ協議会」の開催 

 センター設置を目指す刊本事業に的確なアドバイス及び情報提供ができるよう、先導している原
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画分野としての役割を果たす必要がある。加えて、マンガ分野の両輪としての原画と刊本の共同事

業展開を一早く構築する必要もあり、更なる連携強化が求められている。 

 

6）メディア芸術データベース（ベータ版）登録に向けた調査研究 

 これまで蓄積してきた原画保存のメタデータを、データベースに登録するための調査研究を更に

進めていく必要がある。 

 

2.3. 評価 

 総括的に言えば、MGAC が掲げた上記六つの事業は、当初の計画に基づきおおむね着実に進捗し

ていると確認された。コロナ禍の影響も部分的にはあったが、令和 3 年度は戦後マンガ史に多大な足

跡を遺した漫画家の訃報が相次ぎ、マンガのアーカイブに対する関係者や世間の関心も少なからず集

まった結果、MGAC にかかる期待や緊急性が、一層高まる中での活動となった。 

 「1）相談窓口の開設」によって、文字どおり、マンガ原画のアーカイブに関する相談や依頼が複数

件寄せられ、一時的な保管場所となる原画プールの増設及び確保が求められる中、石ノ森萬画館の多

大な協力を得られたことは、「2）所蔵館ネットワークの構築」の具体的成果である。また、鳥取県北

栄町の青山剛昌ふるさと館へのアドバイザー派遣、北海道マンガミュージアム構想への協力など、

MGAC の役割は全国的な求心力を高めており、今後のネットワークの拡大も大いに期待できる。 

そうした状況下、マンガ原画アーカイブのマニュアル作成をベースに「3）専門人材の育成」も計画

的に進捗し、さらに「4）収益事業及び支援体制構築の調査」では、まんが王国土佐の拠点として 2020

年に開館したばかりの高知まんが BASE において、「ゲンガノミカタ展」をモデルパッケージ化する

など、実践的なケーススタディにも着手している。今後は、これらの所蔵館ネットワークや専門人材、

パッケージ展などを活用し、MGAC の安定的運営に資する支援体制をどこまで構築できるかが、本

格的に問われることになろう。 

そのためにも、「5）「マンガアーカイブ協議会」の開催を通じた原画事業と刊本事業との連携強化

が一層求められる。実際、上記の「ゲンガノミカタ展」においても、各展示会場に関連する作品・作

家の単行本や雑誌が配架されていた結果、展示内容の理解促進が図られ、総合的・体系的な「マンガ

のアーカイブ」の活用事例とその効果の可視化が重要な成果となった。 

今後もこうした事例を積み上げる上で、本協議会を更に計画的・安定的に運営するとともに、「6）

MADB 登録に向けた調査研究」を継続することで、原画・刊本の連携を一層強化し、MGAC という

先駆的機能を有する事業として、メディア芸術領域全体の連携推進をリードしてほしい。 
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第 3 章 実施内容 

3.1 実施内容 

3.1.1 相談窓口の開設運営 

【体制】 

マンガ原画アーカイブセンター（MGAC）※横手市増田まんが美術館内 

・センター長  大石 卓 （横手市増田まんが美術館館長） 

・主任スタッフ 安田 一平（横手市増田まんが美術財団） 

・スタッフ   佐藤 優子（横手市増田まんが美術財団） 

・スタッフ   川越 菜々子（横手市増田まんが美術財団） 

図 3－1 美術館内に設置された MGAC 事務所 
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図 3－2 相談窓口開設のお知らせ（HP 掲載） 
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図 3－3 業務内容の紹介①（HP 掲載） 
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図 3－4 業務内容の紹介②（HP 掲載） 
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図 3－5 相談に関するお問合せフォーム（HP 掲載） 
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図 3－6 今年度相談件数と対応状況 
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3.1.2 所蔵館ネットワークの構築 

  

図 3－7 保存レベルの現状一覧表 
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表 3－1 会員資格の設定 

 

 

 

【アドバイザリーの実施】 

 鳥取県北栄町が進める青山剛昌ふるさと館の再整備、これに伴うアドバイザー派遣の相談が

MGAC に寄せられ、本事業のアドバイザー支援及び京都精華大学特任准教授でもあるイトウユウ氏

と横手市増田まんが美術館長の大石卓氏がアドバイザーとして派遣した。その業務内容は、再整備

を見据えた青山剛昌ふるさと館の展示及び収蔵の現状についてのアドバイスであり、イトウ氏が展

示部門を、大石氏が資料保存部門を担当し、それぞれの立場から評価点や改善点等の指導・助言に当

たった。 

 青山剛昌ふるさと館からは、再整備の進行と並行して来年度以降も引き続きアドバイザーを派遣

してほしいと要望を寄せられており、MGAC としても連携館との関係性強化や原画保存施設の拡充

を目指し、引き続き対応に当たりたい。 
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【原画プールの状況】 

表 3－2 原画プール対応状況の詳細 

 

 

 

3.1.3 専門人材の育成 

【マンガ原画アーカイブマニュアルについて】 

 漫画家やプロダクション等、保存者に合った原画の保存方法の研究とマニュアル化を基本方針と

して、部会員が取材に当たった。今年度は集英社が進めるブロックチェーンによる複製原画販売

「SMAH（集英社マンガアートヘリテージ）」への取材を中心に活動を展開。「SMAH」での原画整

理は、これまでの文化庁事業におけるマンガ原画保存事業の積み重ねを参照し応用した例であるた

め、当事業とも関係性が強い取り組みとなっている。 

 取材を通し、集英社の独自手法や出版社ならではのきめ細かな原画保存への対処が施された「ハ

イエンド」な保存管理が進められている現状を確認できたため、MGACとしても学ぶべき点も多く、

今後の保存者別マニュアルの作成にも大いに反映していきたい。 

※詳しい取材レポートについては、付録を参照。 
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【動画の制作について】 

 昨年度の事業で取材及び撮影が済んでいた里中満智子氏と小野慎之介氏の動画コメント編集及び

横手市増田まんが美術館での原画保存手法の撮影及び編集を行った。 

 なお、編集動画については、MGAC のホームページに掲載するほか、文化庁カレントコンテンツ

サイトへの掲載も含め、多角的に取り組み、原画保存事業の啓発に努めていく。 

図 3－8 令和 3 年度版マンガ原画アーカイブマニュアル動画の内容について 
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3.1.4 収益事業及び支援体制構築の調査 

 「ゲンガノミカタ展」のパッケージ構築を目指し、高知まんが BASE において巡回展を開催した。

※詳しい取り組み内容については、付録を参照。 

図 3－9 「ゲンガノミカタ展」高知まんが BASE での開催概要 
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表 3－3 ゲンガノミカタ展の構築内容と執筆者一覧 
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3.2 実施会議内容 

3.2.1 運営協議会 

第 1 回 令和 3 年 6 月 18 日（金） 15：00～17：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①令和 3 年度マンガ原画事業における事業活動について 

・全体事業運営の共有 

 ②MGAC 運営に関しての情報共有及び協議 

・相談件数及び内容の確認 

・プール事業について 

 ③第 2 回 MGAC 運営協議会に向けての内容協議・日程調整 

 

参加者：大石卓、池川佳宏、イトウユウ、表智之、ヤマダトモコ、吉村和真 

文化庁：堀内威志、椎名ゆかり、吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：高橋知之、後藤流音、酒井淳一郎、井上和子、桜井陽子、藤本真之介、佐原一江 

 

第 2 回 令和 3 年 10 月 29 日（金）10：30～12：00 横手市増田まんが美術館（2F：WS ルーム） 

①令和 3 年度マンガ原画事業における事業活動について 

・全体事業運営の共有・各部会の進捗確認 

・10 月 19 日開催、中間報告会発表内容について 

・収益支援体制構築部会：ゲンガノミカタ展再構築についての確認 

追加執筆について情報共有など 

・マニュアル部会：現在のアーカイブマニュアル進捗状況、今後の予定 

マニュアル動画タイトル、構成、追加インタビューについてなど 

・ネットワーク会議：次回ネットワーク会議開催について（11 月 5 日開催） 

②原画プールについて 

・原画プール作業実施報告 

③マンガ原画アーカイブセンター運営協議会規約について 

④第 3 回 MGAC 運営協議会に向けての内容協議・日程調整 

 

参加者：大石卓、池川佳宏、イトウユウ、表智之、ヤマダトモコ＊、吉村和真 

文化庁：椎名ゆかり＊ 

事務局：高橋知之＊、藤本真之介、佐原一江＊ 

＊印付きは Zoom での会議参加 

 

第 3 回 令和 4 年 1 月 18 日（火） 13：00～15：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①令和 3年度マンガ原画事業における事業活動について 

・全体事業運営の共有・各部会の進捗確認 



第 3章 実施内容 

 

27 

 

   ・各部会の取組状況報告 

・現状の課題と対応について 

  ②原画プールについて 

   ・原画プール作業実施報告 

   ・相談件数及び内容の状況報告 

③マンガ原画アーカイブセンター運営協議会規約について 

④今後の活動方針について 

・マンガ原画アーカイブセンターの活動指針について 

・マンガ分野全体の情報整理及び今後の方針等協議 

   

参加者：大石卓、イトウユウ、表智之、ヤマダトモコ、吉村和真 

文化庁：吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：高橋知之、藤本真之介、佐原一江、蒲生みゆき 

 

3.2.2 各部門実施会議内容 

【マンガ原画アーカイブネットワーク会議】 

第 1 回 令和 3 年 7 月 29 日（木）13：00～15：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①今年度の取り組みについて 

  ・実施計画の確認（原画プール、各団体連携強化など） 

②各参加団体からの近況報告 

③「原画プール」設置について 

 ・原画プール実施計画についての説明 

④「ゲンガノミカタ展」高知開催について 

 ・開催について情報共有 

⑤第 2 回マンガ原画アーカイブネットワーク会議に向けての内容協議 

 

参加者：大石卓、イトウユウ、表智之、倉持佳代子、永田裕一、日髙優子、 

ヤマダトモコ、吉村和真 

文化庁：椎名ゆかり、吉光紗綾子、牛嶋興平 

事務局：高橋知之、後藤流音、藤本真之介、佐原一江、岡野由喜 

 

第 2 回 令和 3 年 11 月 5 日（金）13：00～15：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①各参加団体からの近況報告 

・今年度各館の運営状況等について 

②「ゲンガノミカタ展」実施報告 

・7 月 17 日～8 月 31 日 高知まんが BASE での開催について 
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③原画プール実施について 

・原画プールについての現状報告 

・石ノ森萬画館へのプール実施計画について 

④ネットワーク会議についての協議 

・来年度ネットワーク会議について 

・ネットワーク会議の運営体制について 

 

参加者：大石卓、イトウユウ、表智之、木村仁、倉持佳代子、永田裕一、日髙優子、 

ヤマダトモコ、吉村和真 

文化庁：椎名ゆかり、吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：藤本真之介、佐原一江 

 

【マンガ原画アーカイブマニュアル検討会議】 

第 1 回 令和 3 年 9 月 2 日（木）13：00～15：00 横手市増田まんが美術館（2F：WS ルーム） 

①今年度の取り組みについて 

 ・今年度実施計画の確認 

・旧マンガ原画アーカイブマニュアルの改定について 

・アーカイブマニュアル動画の作成について 

  （新規動画撮影、前年度撮影動画の編集など） 

②第 2 回 MGAC 運営協議会に向けての内容協議・日程調整 

 

参加者：大石卓、池川佳宏、イトウユウ＊、ヤマダトモコ、吉村和真＊ 

文化庁：椎名ゆかり＊、吉光紗綾子＊、中西睦美＊、牛嶋興平＊ 

事務局：後藤流音＊、藤本真之介＊、岡野由喜＊ 

＊印付きは Zoom での会議参加 

 

第 2 回 令和 4 年 1 月 25 日（火）10：00～12：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①マンガ原画アーカイブマニュアルの改訂について 

  ・1 月 19 日（水）集英社への取材についての報告（集英社マンガアートヘリテージ） 

  ・今後の取材に関する情報共有 

②マンガ原画アーカイブマニュアル動画の作成について 

  ・動画の編集内容について協議 

・動画の公開について 

③今後のマニュアル部会についての情報共有並びに方針等の協議 
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参加者：大石卓、池川佳宏、イトウユウ、ヤマダトモコ、吉村和真 

文化庁：椎名ゆかり、吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：高橋知之、森由紀、藤本真之介、佐原一江、蒲生みゆき 

 

【収益・支援体制構築会議】 

第 1 回 令和 3 年 6 月 18 日（金）17：00～19：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①今年度の取り組みについて 

 ・実施計画の確認（原画プール、各団体連携強化など） 

②各参加団体からの近況報告 

③「原画プール」設置について 

  ・原画プール実施計画についての説明 

④「ゲンガノミカタ展」高知開催について 

  ・開催について情報共有 

参加者：大石卓、イトウユウ、表智之、吉村和真 

文化庁：堀内威志、椎名ゆかり、吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：高橋知之、後藤流音、酒井淳一郎、井上和子、桜井陽子、藤本真之介、佐原一江 

 

第 2 回 令和 4 年 1 月 24 日（月）19：00～21：00 WEB 会議（Zoom にて開催） 

①「ゲンガノミカタ展」高知開催についての事例紹介について 

  ・1 月 25 日（火）ネットワーク構築ミーティング（自治体連携会議）での発表について確認 

②「ゲンガノミカタ展」追加コンテンツ及び追加執筆者の検討について 

  ・追加執筆者の検討・依頼について 

・図録、パンフレットの作成・販売について 

③今後の収益事業についての情報共有並びに方針等の協議 

 

参加者：大石卓、イトウユウ、表智之、 

文化庁：椎名ゆかり、吉光紗綾子、中西睦美、牛嶋興平 

事務局：末吉覚、西田武央、小野雅之、高橋知之、森由紀、岩川浩之、藤本真之介、佐原一江 
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付録 

1. 「ゲンガノミカタ展」高知開催実施について 
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2. 原画アーカイブマニュアル動画作成のための取材報告書 
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本報告書は、文化庁の委託業務として、大日本印刷株式会社が実施した令和 3 年度「メディア芸術連携

基盤等整備推進事業 分野別強化事業」の成果をとりまとめたものであり、第三者による著作物が含ま

れています。 

転載複製等に関する問い合わせは、文化庁にご連絡ください。 


